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第 36回 中国四国医師テニス大会
― 優勝まであと一歩 ―
と　き　平成 29年 5月 14 日（日）

ところ　びんご運動公園（尾道市）

[ 報告 : 山口市医師会　野村　耕三 ]

　毎年 5月に中国四国地方の瀬戸内海に面した 5

県（山口、広島、岡山、愛媛、香川）の医師、医

師配偶者によるテニス大会が開催されています。

開催場所は従来持ち回りでしたが、どこからも日

帰りで参加可能な場所が好まれ、3年前からは広

島県尾道市の「びんご運動公園」に固定され、当

番幹事のみ持ち回りで開催されています。

　5月14日（日）清々しい晴天のもと、屋外10面、

屋内 4面を使用。試合方法は当番幹事（香川県）

の趣向により、今回は 3つのリーグ（A；若手中

心の競技的リーグ、B；中高年中心のリーグ、C；

女性および老年男性の懇親リーグ）に分けての

戦いで、チーム数は A が 6、B が 7、C が 6。1

チームはダブルス3ペア、各6ゲーム先取マッチ。

山口県からは Bリーグと Cリーグに各 1チーム

参加。Bは交代用員を含む 7人（称して長州セブ

ン）、Cも 7人（ふく娘）。

　早朝、新尾道駅に着き、タクシーに分乗し小高

い丘の上の会場へ。9：00 開会式。15 分程度の

練習後に試合開始。Bの「長州セブン」は、まず

マドンナ（愛媛）に 3-0 で圧勝、続いて香川県に

2-1、広島ローンテニスクラブに 2-1 と 3勝 0敗

で決勝トーナメントに進出。そこで福山健球会に

も 2-1 で勝ち、優勝のかかった欽ちゃん（岡山）

に 0-2 で敗れて惜しくも準優勝。一方、Cの「ふ

く娘」はスカイブルーのお揃いの Tシャツでチー

ムワークもよく、福山健球会に 2-1、乙ちゃん（岡

山）に 3-0 と 2 勝 0 敗で決勝リーグへ。しまな

み 2号（広島）に 3-0 で勝ち、桃ちゃん（岡山）

に惜しくも 1-2 で敗れ、こちらも準優勝でした。

　ちなみに Aリーグは研修医や卒後 10年以内ぐ

らいの若手医師、それに加えて年輩者でもなじみ

の超一流選手で構成されたチームばかりで、医師

とは思えないほどのパフォーマンスぶり。Bリー

グの人たちは長州セブンのように

概ね 40 才代～ 60 才代で、週 1回

程度はテニスをして体力、技術力を

維持している医師たち。Cリーグは

男性では 60代後半から 70代で「昔

取った杵柄」で勝負できる人たちと

女性医師、医師夫人などの混成チー

ム。ただし山口は今回、50 代 4 名

を中心とする女性ばかりのチーム

で参戦し、堂々の準優勝でした。

　全試合が 16時ごろ終了し、送迎

バスに乗って約 20分北上し、懇親

会会場の「尾道ふれあいの里」へ。

温泉に浸かって疲労した筋肉をほ

ぐし、宴会場へ。幹事県の会長によ長州セブン
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る乾杯ののち各チームのテーブルで

盛り上がり、のちテーブルを越えて

旧交を温める姿もありました。「ふく

娘」チームの戦いぶりを評して、対

戦したチームの酔ったオジサン医師

から「アマゾネーズ」に改名しなさ

いとの言葉が聞こえた。いいえ「変

えるとしたらエンジェルズよ」で

すって。来年のメンバーとチーム名

はどうなりますやら。バスで新尾道

駅まで送ってもらい帰途に。翌日の

診療に支障がなかったことを祈る。

＜今回の参加者＞

　長州セブン；湧田　幸雄　　宇野　愼一　　　

　　　　　　　野村　耕三　　水町　宗治

　　　　　　　小野　　薫　　鈴木　克佳

　　　　　　　前田　一彦

　ふ　く　娘；湧田加代子　　赤尾眞由美

　　　　　　　小橋　浩子　　大田　隆子　

　　　　　　　川田　利子　　佐々木由美

　　　　　　　前田　恵子

　　　　

　山口県医師テニス協会では年 2回（春、秋）

テニス大会を開催しています。

　今年の秋季大会は 11 月 26 日（日）宇部市に

て開催予定です。また来年 6月か 7月にはファ

ミリー大会（医師とその家族あるいは職員とのペ

アでのダブルス対抗戦）を予定しています。

　詳しい情報は各地区の世話人にお尋ねくださ

い。（いずれの大会も参加資格は自由です）

＜世話人＞

　小野　　薫（周南、県東部）

　野村　耕三（山口、県中央部）

　鈴木　克佳（宇部、山陽小野田）

　水町　宗治（下関、県西部）

ふく娘


